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幼児 の 行為 を 「表現 」 とい う視点か ら考察す るW

　
一

　 造形 に 表れ る幼児期 の 本 質的な課 題への 取 り組み 過程　
一

〇　荒木照子　　　幡 井麻矢　　　島本 麻美　　角　志津子 　　村岡美津子

〔岐阜聖 徳学園 大学） （鷺森幼稚園） （鷺森幼稚 園〉 （鷺森 幼稚 園 〉 〔鷺森幼稚 園 ）

1 ．研究 の 視点

パ ー
ト皿 で見 た よ うに、N 児を見 る 目の 変化は、保育

者 の N 児 に対 す る認識 を大き く変 える こ とに なっ た。

N 児は 「・・何もしない 亅 で い たの で はな く実は 、
「じ

　っ くりと自分の 本質的な課題に取 り組ん で い た」 こ と

がわ か っ た。N 児の さまざまな行為をそ の 内面の 世界

の 表現と して 推察して き た過程で 、私 た ちがとくに関

心 を抱い た こ とが ある。そ れは N 児の 、深 く質の 高い

内的世界を私たちに見せ て くれたの は 、
N 児の 行動や

言葉に加 えて、（一見、造形的に質が 高い とは 思えない ）

描画 や製作物だっ た こ とで ある。

　 そ こ で パート1 とH の 研究で、そ の 後の 課題として

い た く幼児の 身体的 な表現 と造形的な表現との 関係〉

に 焦点を当て なが ら、次の こ とを 考 察す る。

　 行 為 と造形か ら見 られ る本質的な課題は何か、そ の

課題 へ の 取 り組み 過程 は どうか、幼児期の 育ちに 造形

的な表現は どん な役割を果たすの か などに つ い て、パ

ート1 とU で研 究対象に したT 児も含 めて、二 人に共

通 し て い る 傾 向 を 見 る．．

2 ．研究 の 方法

・N 児に つ い て、幼稚園 で 観察、収集 した 資料 と家庭

　 で 収集した資料 （行動観察記録、ビデ オ、描画 ・製

　作など）を、時間の 流れ に沿 っ て 整理する 。

・次に 関係がある と思われる行為と造形が 生み出され

　 る 内面を推察し、本質的な課 題 を推察 し、整理 した。
・「身体的な表現と造形表現か ら読み取れる N 児 の本 質

　 的 な課 題 へ の 取 り組 み 過程」 の 表 の 制作をす る。

　（網掛け部分は身体 的表現、「 」 は造 形的表現 であ る）

造形 表 現 と lf為 か ら 腕 み 取れ る ．　N 児の 本 質 的 な課 題 へ の 取リ組み

年少 組 　 　9 月か ら

3 ．研究 の 内容

1 ） N 児 の 造形的表現 と行為に み る本質的な課題

　  主体性に つ い て
…N 児は 自分に も他 の 子に も、大人の

　価値判断に 照 らして、
．
よ く 「よい 子、悪い 子」 とい う見

　 方を して い た。しか し次第に、規範に無条件に従 う自分

　に疑問を抱 き始め、さま ざまな試み をす る。 （画用紙 の

　縁に 沿っ て 走 る電 車の絵、自分の 創 っ た道筋に沿っ て遊

　 んだ こ とを再確認す る絵、ア バ レ ン ジャ
ー

の 絵など）

　   存在 性 にっ い て…家 の 引越 しや 年 中組 へ の 進級直篌

　 は、自分の 居場所や存在 が不 安定に な る。新 しい 友達集

　団 と自分の存在の 鬮系につ いて模索 してい く。（友達集

　 団の 象徴 として 剣 を丸 め、それ に 自分 を象徴 するサイ コ

　 ロ をゴ ム で、
“
付 かず離れず

’
につ けた製作、家の 中で

　 の 自分 の 存在 を 確か め て い る と 思 われ る絵な ど）

　   相互 性 につ い て
…
友だちと の 関係 を ど うつ くるか 試

　 行錯 誤が 続 く。（ペ ッ トボ トル の電車 を 自分に 見立 て、

　異質な素材 の 電車を友達に 見立 て 手連結させ る。友達に

　受け渡 して い く リレ
ー

の バ トン を作っ て、自 ら友だ ちと

　繋が りを持 とうとす るな ど）中途 入園 した妹 をめぐっ て

　仲間と の関係の 模索が続 く。（子 どもを守る皇帝ペ ンギ

　 ン を、妹 を守 る 自分 に 見 立 て た 製作や 絵な ど）

  倉慥 性 にっ い て…与え られ た課題 をきちん とこ な して

　きたN 児が、もっ と積極的な、創造的な自分に な りたい

　とい う課題への 取 り組み がなされてい くe （折り紙で二 っ

　
“
9
”

の字を切 り抜 き
一

つ だけ立体 にす る。く折 れた剣レ

　か ら発想 転換を して 〈釣 竿〉 に 作 り変え る。
“
わ か らん

”

　とい う絵の 後に、枠 に入 っ た 数字と、恐竜 と火 山を同 じ

紙面に か く。 将棋盤 の 升 目の 中で も自由に動 くこ とが で

　きる駒な ど を作る）

年 中 組

王体 性

了亨在 性

相 互 性

創造 性

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 驪 か らは ず  で電阻 を走 らせ る　
「線 路と電晦「ど っちが，ヒか 下かη からん 」　 ふ さ

’
け 5子に 「短 い子！Jという　　 「線蹌 廼用 晒 の 総 切 上 を走 b電 ijl

靴 をぎ ち ん と励 え る ．枠 に 沿って 絵 や 字 を書 く，規則 に従 順塚 自分を恵 謎 し始 め て 、あえ て 路 鯨 か ら電 車 を は ず して 遊ぶ 姿 が 出τ くる 。
『

先 生の すぐ

そ ば に 座 る

厂手 裏 剣 1 （冢か

ら もって くる 〉

異 買な もの を つ な

い だ 電 車 で 遊ぷ

「異 質 な 紙

モ 重 ね た s2　亅

　 折 り紙 で

「9 と 9」の 製 作

ブ ロ Ψ クを

不 定 形 1：igし

「僕 、み ん な の こ と　　「人 か 何か 　　　 「お 家 」の

知ら む い 亅と書う　 　 わ か らな い 亅　 　 　 製 作

重 rtL ” sケ シ を引 き擂 って 　　 「太 鼓 と撥 1の

　 友だち の 側に い く　　　 　　　製 作

「破 れ た らどうする
ワ
亅

「ま た 繋げた らい い や ん」
折れ た 「創 1を

　 「 釣 il に
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　 2 ） T とN に共通する課題 へ の 取 り組み過程

く混沌 の トン ネル を潜 りあ る価値に行き着 く過程 ＞

丁児の 事例

　　　　　
噸

鵡 竃　　　　　
’幽

、「．、f
”

　 　 　 　 　 　 噺『＿　；　　　　　　 ．　　　 ．　　 、A．1

孅 →

（クラゲの 目が描け ない と泣 く〉

隔 　　ノ厂曳

型
・
轡 ．’・

（悪 い クラゲと善 いク ラゲを描 く）

ク ラ ゲも自分と同 じように、善悪を合わせ持 っ て生き

て い るのでは ない か と思 っ たら し く、ク ラゲの 巨を ど

の よ うに描い た らよい か わか らなくなっ て 泣き出す。

そ の 翌 日に は、悪い ク ラゲ・と善い ク ラゲが手を繋い で

、い る絵を描き、一
つ の 納得 を得て、落ち着く。

　 N 児の 事例

i靉蠶
　 　 　 「なん か わ か らん 」　　　　　　　　　　 「将棋盤 と駒」

規則に 従順 に 従う受動的な自分に疑問を感じて 、い ろ

い ろ と規則破りを試み る もの の 、生来几帳面な N 児

の 内面で は葛藤が生 じた ようで あ る 。
「なん か わか ら

ん」 とい う絵を描い た 翌 日に L 将棋盤の 升 目の 中で も

八方に矢印を描い て、自在に動き回 れ る駒をっ く る。

規則や規律 の 中におい ても自由が ある
1

こ と に気付く。

　 T 児 とS 児に共通 して み られ るの は、それぞれ の 子

どもの 中で 、自分の 大事な課 題に 取 り組 ん でい る ある

段階で 、
“
混沌 の トソネル

”
に 出 く わす こ とが あ る ら

しい。そ の トンネル の 中で、T児 は 「目、描けやん」

と泣き出す ほ ど混SL　L，、　N 児も 「なん か わか らん 」．と

困惑 しなが ら 2色に塗り分 け た絵を描い た。しか し二

人 ともその 翌 日に は トンネル を抜け出 して 、T 児は 生

・
き物が も◎ τっ ¢）理 に行き着き、N 児は繦 1亅の 中に も

自由がある
t
とい う気付きに至っ てい る 。

4 ，結果 と考察　　’

1） T 児 とN 児 の持っ 特性、生育暦、発達な どの相

　　違から内面 に抱える課題は それ ぞれ に独 自の も

　　め に見える が、本質的な課題 と して捉えれば、

　　主体性 、 存在性、，相互性 は共通 してい た 。 その

　　他の課題と して、T 児に は 「価値の 感受亅 とし

　　て 括 っ た が、N 児につ い て は 「創造性」 として

　　括っ て みた。他の 幼児につ い て も研究 し、幼児

　　期 の 共通課題を考え続けて い きた い 。

2） 幼児が造形的に も身体的に も海沌 と した、ある

　　い は混乱 した表しをする こ とがあ る。 そ れらは

　　お となや保育者の 目にほ価値の 低い もの に 映 り

　　やすい。しか しそれは、幼児が新たな価値 を見

　　出す、
幽
あ るい は

一
っ の大きな気付 きに至 る

“

混

　　沌 の トン ネル
”．

を潜 っ て い る過 程 か もしれ な い

．

　　と、て い ね い に 受け止 め る必 要 が ある。

3＞ 幼児が自発的 に始める造形的な表現に は、そ の

　　内面における 自分の 生き方を創る た めの本質的

　　な課 題 へ の取 り組み が表 れ る こ と が少な くない。

　　自分で は明確に意識で きない けれ ども、心 の 奥

　　か ら発酵 して くる よ うな思い を外 に表出 ・表現

　　し、自分 自身 で納得す る に は、（あるい は他 の 人

　　に 伝達す る に は）身体、言葉ゐ表現とと もに 、 造

　 形的な表現は欠かせ な い 表現手 段であ る 。

4）本質的な課題へ の取 り組みが表れ る造形 は、・身

　 体的な表現をも伴 っ て なされる こ とが多い。造

　 形が行為 の 前 に なされ る時と行為 の後になされ

　　る時 とあζ｝。 行為 の 前の 造形 に は そ cpシ ミ ュ レ

　
ー

シ ョ ン として の意味 をもつ こ とがあ り、また

　 行為の後の造形に はそあ行為の意味の 探索と し

　 て な され る ので は ない か。年中で は シ ミュ レー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　’　，’　　　

　
　　　　ダ

　　シ ョ ン と して の 造形が、年長で は 再認識 と して

　 の 造形が 目立つ ように 思われ るが 丶 こ ゐ仮説に

　 つ い て も継続的 に研究 して い きたい
。 ，
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